
（記載例）  

事 業 計 画 書 

項  目 記               事 

１．事業又は 

施設の名称 

例）令和〇年度道路整備事業「市道○○線改修工事」 

２．申請者及 

び事業主体 （１）申請者名 
○○市長 ○○ ○○ 

（担当者 〇〇部〇〇課 〇〇係 〇〇 〇〇） 

（２）住  所 ○○県○○市○○ 

（３）事業主体 
委託業者：株式会社〇〇 代表取締役〇〇 〇〇 

（担当者 〇〇課 〇〇係 〇〇 〇〇） 

（４）住  所 ○○県○○市○○ 

３．申請理由

及び土地選

定理由 

例）本件は、令和〇年〇月〇日付け〇日光管第○○○号により貸付を受け

ている道路敷（市道〇〇線）の〇〇交差点（〇〇林班〇小班）において、

紅葉を迎える 11 月頃の交通量が増加し右折困難になる場合があり、片

側１車線であるため渋滞の原因となっていることから、これを改善する

ため両車線に右折専用レーンの新設を行うことに係る変更貸付申請で

ある。 

新設にあたり道路の拡幅が必要であるが、当該道路区域周辺は国有林

野であることから、国有林野以外の代替地を検討する余地はない。 

４．用地の取 

得その他の

権利等 

(1)用地取得状況 国有林：本申請により取得 

    工事資材等については既存の道路区域に存置 

民有地：なし 

(2)関係国有林野

内 の 第 三 者 の

権利等 

例）拡大する区域内に電柱１本が存するため、これを移

設する必要があり、別添の同意書のとおり電柱所有者

から同意取得済み（電柱所有者による電柱の移設工事

を別途実施予定） 

(3)その他の権利 なし 

５．資金の総 

額及び調達

方法 

資金の総額  ００,０００,０００円 

調 達 方 法  市費（道路整備事業費） 

 

・申請理 由、土地選定理由（ 代替地が 無い理由）

を具体的に 記載 

・国有林野 を選定するに至っ た経緯、やむを 得な

い事情等 を明確に 記載 

事 業 の 実 施 に あ た り 第 三 者 の 権 利 を 制 限 す る 可 能 性 が あ る 場 合

は必ず同意 又は許可を得る ことし、同意書又 は許可書を添付す る 

・確実な資金 調達の方法であるこ と 

・資金が事業実施 に十分 であるこ と 



  

項  目 記               事 

６．事業費の

内訳 

 

種        類 金  額 (千円) 摘    要 

直 接 工 事 費 ００,０００  

共 通 仮 設 費 ０００  

現 場 管 理 費 ０,０００  

一 般 管 理 費 ０００  

消 費 税 相 当 額 ０,０００  

計 ００,０００  

  

７．工事開始
予定日，工
事工程，施
設の種類，
規模，構造 

工 事 開 始 予 定 日 契約の日から 

工 事 工 程 別紙工程表のとおり 

施設の種類及び構造 別紙計画図のとおり 

８．開発の目的に係わる施設について 
法令等に定められている基準 道路構造令 

９．用地面積及び利用面積  
                                                                    （単位・ha） 

   区分 

 

用途 

国有林 

    別 

民有林 

保安林 

    別 

普通林 

面  積 
開発行為に

係る面積 
備 考 

道路敷 国有林 保安林 0.0800 0.0500 
保安林解除

済み 

      

      

合  計   0.0800 0.0500  

  

１０．事業等に係る当該土地

利用方法により制限されて

いる場合は、当該法令の名称

及び許可年月日 

 

自然公園法（日光国立公園）：令和〇年〇月〇日付け日光国

立公園管理事務所へ申請済み（手続中） 

森林法（水源涵養保安林）：令和〇年〇月〇日付け保安林解

除済み（栃木県告示第〇〇〇号） 

１１．その他 支障木伐採なし 

 

任 意 の 日 付 又 は 当 署 の 手 続 を 了

した日（契約・許可・承認 の日） 

工事の支 障木として立木を伐 採する必要がある 場合は、対象 の立木に

ついて調 査を実施（調査結果 に基づき 補償料を 求める場合が ある ） 

残置森林 を設け る場 合 等にお いて、 開 発 行為を行 わ ない 区域 が生じ る 場合も ある

（特別の 事情がない限り、 借受け面積及び開 発面積は必要最小 限とする） 

1ha=10,000 ㎡  


